
　
藤
沢
の
高
谷
砦(

村
岡

城
址)

に
隣
接
す
る
一
角

に
「
天て

ん
嶽が

く
い
ん院

」
の
名
で
知
ら

れ
る
古
刹
「
功く

ど
く
さ
ん

徳
山
早そ

う

雲う
ん

禅ぜ
ん
じ寺

」
が
あ
り
ま
す
。

　
天
嶽
院
の
歴
史
は
真
言
密

教
の
古
寺
「
不
動
院
」
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
源
頼
朝
が

１
１
８
０
年
（
治
承
４
）、
伊

豆
に
兵
を
挙
げ
鎌
倉
を
目
指

す
途
中
立
ち
寄
り
、 

不
動
明

王
に
大
願
成
就
の
祈
願
を
さ

れ
た
と
伝
説
が
あ
り
ま
す
。

　
１
４
９
５
年
（
明
応
４
）、

北ほ
う
じ
ょ
う条

早そ
う

雲う
ん

に
よ
っ
て
伽
藍
の

一
寺
が
創
建
さ
れ
、「
不
動

院
」
を
改
め
曹
洞
宗
の
禅
寺

と
し
、
虚こ

ど
う堂
玄げ

ん

白ぱ
く

禅
師
を
迎

え
て
開
山
と
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
度
重
な
る
火
災

な
ど
厳
し
い
歴
史
を
辿
り
ま

興
を
果
た
し
ま
し
た
。
境
内

入
口
に
建
つ
風
情
あ
る
茅
葺

き
の
山
門
は
水
戸
光
圀
建

立
。
江
戸
中
期
の
建
物
で
唯

天
嶽
院
・
千
手
千
眼
観
世
音
菩
薩
坐
像

題
字
は
建
長
寺
派
管
長
　
吉
田
　
正
道

（136)

文
　
　
永
井
宗
直

写
真
　
原
田
　
寛

案
内
を
受
け
、仏
殿
、浄
聖
殿

に
鎮
座
さ
れ
る
ご
本
尊
千
手

千
眼
観
世
音
菩
薩
さ
ま
に
参

拝
。
像
は
と
て
も
品
格
よ
く

緻
密
に
彫
ら
れ
、
像
の
胎
内

に
は
千せ

ん
眼げ

ん
と
い
わ
れ
る
よ
う

に
千
の
眼
が
描
か
れ
て
い
る

と
か
。
観
音
さ
ま
の
功
徳
は

ま
さ
に
広
大
無
辺
で
す
。

　
見
事
な
室
町
期
の
大
伽
藍

の
復
興
を
成
し
た
天
嶽
院
。

老
師
の
愉
し
い
お
話
と
人
柄

に
ふ
れ
、
清
々
し
い
秋
風
に

癒
や
さ
れ
ま
し
た
。

　
寄
木
造
、玉
眼
。
像
高（
総

高
）
83
㎝
。
室
町
時
代
。

一
火
災
を
免
れ
た
貴
重
な
門

で
す
。

　
取
材
で
は
光
栄
に
も
真ま

や
ま山

正し
ょ
う
ざ
ん三

老ろ
う
し師

（
住
職
）
の
ご

す
が
、
名
だ
た

る
縁
者
の
帰
依

を
受
け
ま
す
。

玉
縄
城
主
北
条

綱つ
な

成し
げ 

氏う
じ

繁し
げ

父

子
、
紀き

い伊
大だ

い

納な

言ご
ん

徳
川
光み

つ

貞さ
だ
、

徳
川
家い

え
や
す康

（
30

石
の
朱
印
地
を

賜
る
）、
水み

と戸

光み
つ
く
に圀

等
の
篤
き

信
仰
を
受
け
再

洪
鐘
祭
の
一
環
で
円
覚
寺
・
江
島
神
社
の

合
同
祭
礼
＝
９
月
11
日
円
覚
寺

　
中
世
か
ら
鎌
倉
に
続
く
祭

礼
「
洪お

お
が
ね鐘
弁
天
大
祭
」
が
10

月
29
日
に
執
り
行
わ
れ
る
。

　
関
東
屈
指
の
大
き
さ
を
誇

る
円
覚
寺
の
国
宝
「
洪
鐘
」

に
ま
つ
わ
る
祭
礼
の
由
来
は

鎌
倉
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
。

鎌
倉
幕
府
第
９
代
執
権
北
条

貞
時
が
父
時
宗
の
国
家
安
泰

の
遺
志
を
継
ぎ
１
３
０
１
年

（
正
安
３
）
に
同
寺
に
寄
進

し
た
洪
鐘
の
製
作
は
困
難
を

極
め
た
。
２
度
の
鋳
造
失
敗

を
重
ね
た
こ
と
で
貞
時
は
江

の
島
に
七
日
七
夜
参
籠
し
て

よ
う
や
く
成
功
。
こ
の
神
助

へ
の
感
謝
か
ら
石
造
蛇
型
の

弁
財
天
像
を
江
島
神
社
か
ら

勧
請
し
、
円
覚
寺
の
洪
鐘
の

横
に
弁
天
堂
を
建
立
し
た
。

　
江
島
弁
財
天

が
円
覚
寺
の
弁

財
天
と
出
会
う

祭
礼
は
60
年
に

一
度
庚か

の
え
ね子
の
年

に
行
わ
れ
、
古

く
は
１
４
８
０

年
（
文
明
12
）

の
催
行
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。

今
回
は
コ
ロ
ナ

禍
で
で
き
な
か

っ
た
２
０
２
０

年
の
祭
礼
を
延

期
し
た
も
の
。

世
情
に
よ
り
庚
子
の
年
か
ら

後
ろ
倒
し
と
な
る
こ
と
が
増

え
た
近
年
で
は
、
１
９
６
５

年
（
昭
和
40
）
に
同
寺
の
み

で
行
わ
れ
て
お
り
、
２
つ
の

寺
社
が
合
同
で
行
う
正
式
の

形
は
１
９
０
１
年
（
明
治

34
）以
来
約
１
２
０
年
ぶ
り
。

　
見
ど
こ
ろ
は
明
治
の
絵
巻

や
昭
和
の
写
真
記
録
な
ど
を

参
考
に
再
現
し
た
総
勢
約

７
０
０
人
の
大
行
列
。
触
れ

太
鼓
を
先
頭
に
、
弁
財
天
を

載
せ
た
八
雲
大
神
輿
、
子
ど

も
た
ち
も
製
作
に
加
わ
っ
た

洪
鐘
の
張
り
ぼ
て
、
地
元
の

お
囃
子
、
60
年
ぶ
り
に
レ
プ

リ
カ
の
お
面
を
復
活
し
て
臨

む
面
掛
行
列
、
唐
人
囃
子
な

ど
の
華
や
か
な
装
束
も
。

　
パ
レ
ー
ド
に
先
立
ち
９
月

11
日
、
円
覚
寺
で
合
同
祭
礼

が
行
わ
れ
た
。
輿
に
の
っ
た

弁
財
天
像
を
仏
殿
へ
と
運
び

入
れ
る
行
列
に
続
き
、
江
島

神
社
の
神
職
に
よ
る
祝
詞
奏

上
や
巫
女
舞
、
僧
侶
の
読
経

が
響
き
わ
た
っ
た
。

　
高
校
生
の
時
に
前
回
の
祭

礼
を
経
験
し
た
関
本
利
男
実

行
委
員
会
会
長
（
75
）
は

「
そ
の
頃
自
分
が
こ
の
祭
り

に
関
わ
る
こ
と
に
な
る
と
は

思
わ
な
か
っ
た
。
60
年
後
、

１
２
０
年
後
に
つ
な
げ
た

い
」
と
感
慨
を
深
め
、
円
覚

寺
の
横
田
南
嶺
管
長
は
「
神

社
と
仏
教
と
地
元
の
人
々
が

ひ
と
つ
に
な
る
こ
の
祭
り
の

良
さ
を
伝
え
た
い
」と
話
す
。

　
10
月
29
日
の
パ
レ
ー
ド
は

９
時
半
か
ら
12
時
半
ま
で
の

間
、
小
袋
谷
交
差
点
～
鶴
岡

八
幡
宮
ま
で
の
県
道
を
車
両

通
行
止
め
に
し
て
、
建
長
寺

を
９
時
45
分
に
出
発
し
、
小

袋
谷
交
差
点
で
折
り
返
し
て

円
覚
寺
へ
入
り
、
12
時
15
分

か
ら
閉
会
式
で
法
要
を
行

う
。
北
鎌
倉
駅
周
辺
は
通
行

路
が
狭
い
た
め
関
係
者
は
警

備
に
も
注
力
し
、
観
覧
者
に

安
全
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け

て
い
る
。
　
　
　
　
　
　

　
コ
ロ
ナ
禍
以
降
４
年
ぶ
り
に

従
来
の
形
に
戻
し
て
の
鶴
岡
八

幡
宮
例
大
祭
が
９
月
14
～
16
日

斎
行
さ
れ
、
神
輿
の
渡
御
や
、

小
笠
原
流
一
門
に
よ
る
流
鏑
馬

が
奉
仕
さ
れ
た
＝
写
真
。

　
流
鏑
馬
で
は
、
鎌
倉
時
代
さ

な
が
ら
の
装
束
に
身
を
包
ん
だ

射
手
が
馬
上
か
ら
54
・
５
㎝
四

方
の
３
つ
の
的
を
次
々
と
射
抜

き
な
が
ら
２
５
０
ｍ

の
馬
場
を
走
り
抜
け

た
。
矢
が
杉
板
の
的

を
射
抜
く
と
観
客
か

ら
拍
手
と
歓
声
が
お

こ
っ
た
。
地
元
の
小

中
学
生
も
装
束
を
ま

と
っ
て
矢
を
拾
い
受

け
渡
す
な
ど
の
諸
役

を
務
め
た
。

　
第
18
回
鎌
倉
芸
術
祭
が
10
月

１
日
～
12
月
31
日
開
か
れ
る
。

　
鎌
倉
の
芸
術
文
化
を
発
信
し

よ
う
と
２
０
０
６
年
か
ら
始
め

ら
れ
、
絵
画
や
鎌
倉
彫
な
ど
の

展
示
会
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
薪
能
、

史
跡
巡
り
な
ど
の
多
彩
な
催
し

物
を
、
市
内
の
社
寺
や
教
会
な

ど
を
会
場
と
し
て
毎
年
秋
に
開

催
し
て
い
る
。

　
鎌
倉
薪
能
（
10
月
６
日
鎌
倉

宮
）、
岩
手
郷
土
芸
能
祭
（
７
・

８
日
建
長
寺
）、チ
ェ
ロ
コ
ン
サ

ー
ト（
11
月
２
日
鎌
倉
能
舞
台
）、

鎌
倉
彫
展
（
11
月
１
～
３
日
円

覚
寺
）、
万
葉
の
花
　
水
彩
画

展
（
11
月
１
～
６
日
妙
本
寺
）、

写
真
展
（
12
月
15
～
17
日
長
谷

別
邸
）、
メ
サ
イ
ア
（
12
月
26

日
カ
ト
リ
ッ
ク
雪
ノ
下
教
会
）

な
ど
。
催
し
の
詳
細
は
鎌
倉
芸

術
祭
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
。

第
18
回
鎌
倉
芸
術
祭

　　　　　

伝
統
芸
能
や
ア
ー
ト
な
ど
多
彩
に

４
年
ぶ
り
に
例
大
祭
で
流
鏑
馬

鶴 岡
八幡宮

　
最
近
は「
対
面
式
」

と
言
う
単
語
も
既
に

死
語
に
な
り
つ
つ
あ

る
よ
う
に
感
じ
る
ほ

ど
直
接
会
っ
て
話
せ

る
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。

▼
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
非
対
面

式
の
打
ち
合
わ
せ
が
定
着
し

た
こ
と
で
「
出
張
先
で
も
オ

ン
ラ
イ
ン
な
ら
ば
会
議
に
参

加
が
可
能
な
は
ず
」
と
い
う

事
態
が
生
じ
て
し
ま
い
ま
し

た
▼
携
帯
電
話
が
普
及
し
た

こ
と
で
、ど
こ
に
居
て
も「
捕

ま
っ
て
し
ま
う
状
態
」
と
い

う
環
境
で
し
た
が
、
さ
ら
に

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
拘
束
さ
れ

る
機
会
が
多
く
な
り
、
生
活

に
「
隙
間
時
間
」
が
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
気
が
し
ま

す
▼
私
自
身
、「
何
も
考
え

ず
に
ボ
ー
ッ
と
過
ご
す
た
め

の
時
間
」
を
確
保
す
る
こ
と

が
貴
重
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
▼
健
康
の
た
め
に
ジ
ム
に

通
う
こ
と
と
同
様
に
、
隙
間

時
間
を
買
う
時
代
が
来
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
　（
Ｎ
）

　
▼
人
形
供
養
　
１
日
13
時

法
要
、
本
覚
寺
。

　
▼
古
式
初
亥
祭
　
８
日
10

時
、
江
島
神
社
。

　
▼
開
山
忌
　
２
・
３
日
円

覚
寺
。屋
外
か
ら
参
列
の
み
。

　
▼
達
磨
忌
　
４
日
14
時
、

宿
忌
、
５
日
10
時
、
半
斎
、

建
長
寺
。

　
▼
鎌
倉
薪
能
　６
日
18
時
。

　
▼
ふ
じ
さ
わ
江
の
島
花
火

大
会
　
７
・
20
日
18
時
半
、

片
瀬
海
岸
西
浜
。

　
▼
十
夜
大
法
要
　
12
～
14

日
光
明
寺
。
法
要
、練
行
列
、

稚
児
礼
讃
舞
な
ど
。

　
▼
絵
筆
塚
祭
　
７
・
８
日

ま
ん
が
絵
行
灯
掲
揚
。
８
日

13
時
、
祭
事
、
似
顔
絵
、
河

童
絵
コ
ン
ク
ー
ル
。
荏
柄
天

神
社
。

　
▼
舎
利
講
式 

15
日
円
覚

寺
仏
舎
利
の
御
開
帳
（
見
学

不
可
）　

　
▼
筆
供
養
　
27
日
11
時
、

東
慶
寺
の
前
田
青
邨
筆
塚
。

　
▼
白
旗
神
社
文
墨
祭
　
28

日
10
時
、鶴
岡
八
幡
宮
境
内
。

10月

60
年
に
一
度
の
「
洪
鐘
弁
天
大
祭
」

29
日
に
総
勢
７
０
０
人
の
大
行
列
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